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高知県の約1,300年の歴史を持つ寺の境内に，およそ千の遺骨を祀るため計画された納骨堂である．

東の山門から石段を上り，さらに西奥の納骨堂への細い道がそのまま建物内の通路へと続いている．

長く緩やかな起伏を持った動線により，訪れる人の気持ちに穏やかに寄り添う．



竹林寺境内の山門



本堂に続く参道の石段



納骨堂アプローチ
すでにあった墓地への獣道に石を敷き建物へのアプローチとしている



アプローチから見た東側外観
頭を垂れるように深い軒下空間に潜り込む



ポーチより通路を見通す



ポーチより南側を見る





納骨堂の通路

通路は敷地の高低差に添ってポーチからFLが600mm下がる緩やかなスロープと

なっていて，その中央に納骨室への入り口がある．通路両側の壁面は敷地で掘っ

て出された土を使用した土塗り壁仕上げとし，床は大谷石を使用．納骨室に至る

経路では地面に潜って土に還るような感覚をイメージした．



納骨室内部納骨室入り口より水場を見る



南側外壁
外壁は土佐しっくい鏡面仕上げ、目地無しで仕上げてある納骨室断面詳細図　S=１/25

ダウンライト

屋根： チタン亜鉛合金 0.5t
ゴムアス系ルーフィング 1.0t
野地板：杉 相シャクリ 30t

穴開 105 角

天井 ( 積層垂木 )
: 杉 105 角
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納骨室は墓地の法律により耐火性能が求められRC造とし，それらを覆うように木

造の屋根を架けている．木造部はすべて県産材の杉105mm角を用い，1,995mm

グリットで構成．角材を敷き並べたり積層させたりして密度の高い空間をつくっ

ている．確かな質の素材を整然と秩序立てて繰り返し用いることにより，祈りの

場に求められる永続性，純粋さ，直截さ，静けさを表現しようと試みている。

全長約25mの鉄筋コンクリート躯体

地窓を連続させるため鉄筋コンクリートの壁に約24mスパンの開口がある

が，ステンレスの支柱を＠1601mmで入れ，無理なく荷重を受けている．



ホールより南側を見る



ホールの先、建物の一番奥にある水庭

塀の高さは水面より約２ｍ．壁の上部にはプランターが設けられており五台山に自生

する数種の植物が植えられている．壁は土佐しっくい鏡面仕上げ．水盤は黒御影磨き

石を使用．水盤には常時水が流れ，その水音は通路にも響き渡る．四周からオーバー

フローした水は直下のピット内に設けられたタンクとポンプで循環させている．





通路上部の無双窓



通路の上部の壁に設けられた無双窓から射し込む光は，土壁にその姿を現す．



ポーチ見返し



南側よりポーチを見上げる


